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し
い
心
に
し
み
る
来
賓
挨
拶
を
受
け
た
。

上
部
機
関
を
代
表
し
て
本
部
・
酒
田
委
員
長
の
挨

拶
、
東
日
本
本
部
・
佐
藤
委
員
長
の
乾
杯
挨
拶
で
歓

談
に
移
っ
た
。

二
部
に
入
り
、
引
き
続
き
共
闘
の
仲
間
か
ら
の
挨

拶
を
受
け
、
自
治
労
東
京
都
本
部
・
遠
藤
幹
夫
委
員

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
、
議
員
団
挨
拶
、
横
浜
支

部
・
平
田
委
員
長
の
支
部
代
表
挨
拶
、
鈴
木
法
対
部

長
の
閉
会
挨
拶
、
浜
中
副
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
〇
五
年
の
幕
開
け
で
あ
る
旗
開
き
を
終
了
し

た
。
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勧
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で
今
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そ
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Ｒ
不
採
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期
解
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っ
ぱ
り
国
労
の
方
だ
っ
た
。
私
は
会
津
の
生
ま
れ
で
、

会
津
の
人
間
は
不
器
用
。
筋
の
通
ら
な
い
事
は
大
っ

嫌
い
。
皆
さ
ん
に
力
を
借
り
る
時
は
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。」
と
決
意
を
述
べ
た
。

東
労
組
に
嫌
気
が
さ
し
、
国
労
に
期
待
す
る
仲
間

は
職
場
に
一
杯
い
る
。
こ
れ
を
契
機
に
国
労
加
入
呼

び
か
け
を
強
化
し
よ
う
。

申
し
上
げ
る
。
こ
れ
を
契
機
に
国
労
加
入
の
う
ね
り

が
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
。」
と
お
礼
と
決
意
の

挨
拶
が
さ
れ
た
。

加
入
し
た
鈴
木
さ
ん
は
、「
平
成
一
一
年
に
社
会

人
採
用
さ
れ
た
。
五
年
間
東
労
組
に
所
属
し
て
い
た

が
、
あ
ち
ら
の
組
合
に
居
て
も
良
か
っ
た
こ
と
は
何

も
な
か
っ
た
。
昇
進
試
験
で
は
国
労
以
上
に
差
別
さ

れ
た
。
私
は
Ｊ
Ｒ
に
入
る
前
に
新
大
久
保
駅
で
通
勤

対
策
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時

知
り
合
い
に
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
社
員
の
方
に
お
世
話
に
な

っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
方
に
支
え
ら
れ
て
働
い
て
き
た

八
王
子
支
部
は
、
中
央
線
・
南
武
線
・
横
浜
線
・

武
蔵
野
線
・
青
梅
線
・
五
日
市
線
・
八
高
線
の
七
線

に
亘
り
、
分
会
数
は
四
一
。
内
訳
は
、
運
転
六
・
施

設
四
・
電
気
二
・
車
掌
三
・
営
業
二
六
分
会
で
、
組

織
人
員
は
約
八
〇
〇
名
の
組
織
。

支
部
の
運
動
の
柱
は
、
合
理
化
問
題
。
施
設
・
電

気
へ
の
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
再
構
築
」
を
は
じ
め
、
車

両
検
修
部
門
で
の
「
一
線
一
区
、
車
両
移
管
」
合
理

化
、
昨
年
提
案
さ
れ
た
「
乗
務
員
基
地
の
再
編
成
」

な
ど
急
速
に
効
率
化
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
特
徴
的

に
は
、
営
業
職
場
で
の
委
託
化
・
機
械
化
。
中
央
線

を
除
く
全
て
の
線
区
で
何
ら
か
の
形
で
委
託
化
が
進

み
、
特
に
青
梅
線
の
青
梅
駅
以
西
で
は
社
員
が
い
る

駅
は
奥
多
摩
（
駅
長
は
い
な
い
）
の
み
で
、
古
里
・

鳩
ノ
巣
で
は
地
元
の
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

山
口
参
議
院
議
員
（
右
端
）
に
要
請

浦和駅分会の仲間と（中央が鈴木さん）

平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
、
三
多
摩
交
運
な
ど
三
多
摩
各

地
区
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
枠
を
越
え
て
積
極

的
に
関
わ
り
、
役
員
も
出
す
努
力
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
三
多
摩
各
自
治
体
の
推
薦
議
員
と
も
定
期
的
に

情
勢
報
告
会
を
行
い
、
昨
年
は
、
日
野
・
小
金
井
・

国
分
寺
・
東
久
留
米
市
議
会
で
自
治
体
決
議
が
採
択

さ
れ
る
な
ど
成
果
が
表
れ
た
。

教
育
・
宣
伝
活
動
は
、
年
二
回
の
労
働
講
座
開
催

と
、
機
関
紙
「
国
労
八
王
子
」
月
二
回
発
行
の
努
力
、

各
地
区
協
で
の
春
闘
時
期
で
の
学
習
会
、
各
職
協
で

の
勤
務
問
題
学
習
会
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い

る
。
レ
ク
活
動
で
は
、
野
球
・
卓
球
・
運
動
会
・
ゴ

ル
フ
を
開
催
し
、
組
合
員
・
家
族
の
団
結
・
親
睦
を

図
っ
て
い
る
。
特
に
運
動
会
は
、
地
本
管
内
で
は
唯

一
八
王
子
だ
け
で
行
わ
れ
て
お
り
、
四
一
回
の
開
催

を
重
ね
て
い
る
。
若
干
、
子
供
の
数
が
減
り
寂
し
く

は
な
っ
て
い
る
が
、
組
合
員
も
楽
し
み
に
し
て
い
る

だ
け
に
、
今
後
も
続
け
て
い
く
努
力
を
し
て
い
く
。

小
宮
山
委
員
長
は
「
こ
の
一
年
の
課
題
と
し
て
、

反
効
率
化
と
組
織
の
強
化
・
拡
大
を
最
大
の
柱
に
据

え
、
取
り
組
み
の
強
化
を
図
る
」
と
、
力
強
く
決
意

し
た
。

（
八
王
子
支
部
教
宣
部
長
・
田
中
泰
伸
）

に
簡
易
委
託
し
、
鉄
道
業
務
の
経
験
が
な
い
た
め
券

売
機
等
の
対
応
が
で
き
ず
管
理
駅
の
青
梅
駅
社
員
対

応
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
駅
で
Ｍ
Ｖ
三
〇

の
導
入
又
は
提
案
が
あ
り
、
要
員
削
減
は
加
速
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
系
統
を
問
わ
ず
効
率
化
が
か

け
ら
れ
て
い
る
が
、
職
協
が
中
心
と
な
り
、
諸
施
策

の
問
題
点
を
分
会
と
協
議
し
、
団
交
や
大
衆
行
動

（
抗
議
集
会
等
）
を
重
ね
る
中
で
要
求
前
進
に
努
力

し
て
い
る
。

支
部
の
特
徴
は
、
共
闘
関
係
の
強
化
。
地
区
労
や

昨
年
暮
れ
、
浦
和
駅
で
東
労
組
か
ら
国
労
に
加
入

し
た
鈴
木
準
也
さ
ん
（
三
八
才
）
を
歓
迎
す
る
集
ま

り
が
、
一
月
一
二
日
さ
い
た
ま
市
内
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
集
ま
り
は
、
大
宮
支
部
運
輸
協
議
会
の
主
催

で
開
催
さ
れ
、
高
山
議
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
東
京

地
本
・
斉
藤
組
織
部
長
、
大
宮
支
部
・
松
井
書
記
長

が
鈴
木
さ
ん
に
歓
迎
と
激
励
の
挨
拶
を
お
く
っ
た
の

ち
、
浦
和
駅
・
天
野
分
会
長
か
ら
「
分
会
と
し
て
大

切
に
し
て
行
き
た
い
。
い
く
つ
か
の
分
会
や
支
部
、

ま
た
浦
和
駅
か
ら
転
勤
し
た
仲
間
、
地
域
間
で
帰
っ

た
仲
間
に
粘
り
強
い
接
触
を
し
て
い
た
だ
い
て
感
謝

〇
五
年
国
労
東
京
新
春
団
結
旗
開
き
が
、
一
月
七

日
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。

笹
原
書
記
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
主
催
者
で
あ
る

阿
部
委
員
長
が
新
年
の
挨
拶
を
行
っ
た
の
ち
、
東
京

交
運
労
協
・
岡
住
孝
夫
議
長
、
東
京
地
評
・
中
山
伸

議
長
、
東
京
全
労
協
・
林
継
夫
事
務
局
長
、
弁
護

団
・
鴨
田
哲
郎
弁
護
士
、
社
会
民
主
党
東
京
都
連

合
・
中
川
直
人
代
表
、
日
本
共
産
党
東
京
都
委
員

会
・
秋
田
か
く
お
都
議
会
議
員
か
ら
新
春
に
ふ
さ
わ

地
方
本
部
は
、
不
採
用
事
件
の
一
日
も
早
い
解
決

に
向
け
、
連
合
東
京
や
自
民
党
・
民
主
党
・
社
民
党
・

共
産
党
な
ど
へ
の
要
請
行
動
を
取
り
組
ん
で
き
た
。

一
二
月
一
七
日
に
は
、
公
明
党
東
京
都
本
部
代

表
・
山
口
那
津
男
参
議
院
議
員
へ
の
要
請
を
行
っ
た
。

山
口
代
表
は
、
一
八
年
間
に
及
ぶ
闘
争
団
や
家
族

が
置
か
れ
た
厳
し
い
生
活
の
状
況
に
強
い
関
心
を
示

さ
れ
、
私
た
ち
の
取
り
組
み
に
対
し
て
も
、
示
唆
に

富
む
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
な
ど
、
快
く
対
応
し

て
い
た
だ
い
た
。

が
、
何
か
あ
っ
た
時
に
腹
を
割
っ
て
話
せ
た
の
は
や

支
部
闘
争
委
員
の
皆
さ
ん

運
動
会
の
一
こ
ま
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本
件
命
令
は
、
会
社
が
一
企
業
一
組
合
方
針
の
も

と
で
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
一
方
で
国

労
を
嫌
悪
す
る
方
針
を
一
貫
し
て
と
り
続
け
て
き
た

こ
と
を
認
定
し
、
本
件
不
利
益
取
扱
が
脱
退
勧
奨
、

配
置
転
換
等
と
と
も
に
国
労
弱
体
化
方
策
の
一
つ
で

あ
る
と
推
認
で
き
る
と
し
た
。
そ
し
て
本
件
命
令
は
、

国
労
バ
ッ
ジ
が
就
業
規
則
の
規
定
に
違
反
し
会
社
が

そ
れ
に
対
し
て
所
定
の
措
置
を
と
り
得
る
も
の
と
し

て
も
、
バ
ッ
ジ
着
用
に
業
務
阻
害
性
が
な
く
国
労
バ

ッ
ジ
着
用
者
に
対
す
る
不
利
益
は
苛
酷
に
過
ぎ
会
社

の
措
置
は
合
理
性
が
な
い
と
し
た
。

我
々
は
、
一
刻
も
早
く
労
使
関
係
を
正
常
化
し
、

利
用
者
が
安
心
で
き
る
安
全
・
安
定
輸
送
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
が
急
務
だ
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
こ
の
救
済
命
令
を
真
摯
に
受
け
止
め

命
令
の
完
全
履
行
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

一
月
二
二
日
、
地
本
主
催
の
第
九
回
囲
碁
・
将

棋
大
会
が
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。
一
週
間
前
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
と
は
打
っ
て
変
わ
り
晴
天
に
恵
ま
れ

た
が
、
残
念
な
が
ら
室
内
で
の
対
戦
と
な
っ
た
。

今
年
も
日
本
将
棋
連
盟
・
日
本
棋
院
か
ら
プ
ロ
棋

士
を
招
き
、
指
導
対
局
も
含
め
て
の
大
会
と
な
っ
た
。

勝
負
で
は
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
指
導
対
局

は
時
間
を
大
幅
に
超
過
。
我
が
執
行
部
も
何
時
に

も
増
し
て
の
真
剣
な
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

【
囲
碁
の
部
】

Ａ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
飯
塚
頼
夫
（
上
野
・
松
戸
電
車
区
）

準
優
勝
　
平
　
忠
義
（
新
橋
・
新
宿
駅
Ｏ
Ｂ
）

第
三
位

内
田
　
昭
（
中
央
・
情
報
シ
ス
テ
ム
Ｏ
Ｂ
）

Ｂ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
佐
藤
庄
一
（
新
橋
・
新
宿
駅
Ｏ
Ｂ
）

準
優
勝
　
望
月
　
博
（
新
幹
線
・
地
本
委
員
長
）

第
三
位
　
杉
村
秀
夫
（
上
野
・
我
孫
子
駅
）

Ｃ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
高
田
孝
幸
（
八
王
子
・
八
王
子
土
技
セ
）

準
優
勝
　
杉
山
　
孝
（
新
幹
線
・
東
二
両
）

第
三
位
　
安
富
盛
幸
（
大
井
工
場
）

【
将
棋
の
部
】

Ａ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
野
沢
孝
一
（
新
幹
線
・
東
二
両
）

準
優
勝
　
田
辺
展
通
（
新
橋
・
蒲
田
電
車
区
）

第
三
位
　
名
和
一
男
（
新
橋
・
東
京
第
二
事
業
所
）

Ｂ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
鈴
木
昇
二
（
新
橋
・
蒲
田
電
車
区
）

準
優
勝
　
木
村
　
孝
（
八
王
子
・
八
王
子
信
通
技
セ
）

第
三
位
　
山
道
信
幸
（
新
橋
・
池
袋
運
転
区
）

※
将
棋
の
Ｃ
ク
ラ
ス
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
一
二
月
一

六
日
、
神
奈
川
県

地
方
労
働
委
員
会

は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
対
し
、
国
労
の

組
合
バ
ッ
ジ
着
用

者
延
べ
三
六
九
名

に
対
し
、
総
額
一

千
三
四
六
万
円
余

の
支
払
い
を
命
じ

る
不
当
労
働
行
為

救
済
の
命
令
を
発

し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
一
九
八
七
年
以
来
、
組
合
バ
ッ

ジ
着
用
者
に
対
し
て
処
分
を
行
い
、
夏
冬
の
手
当

（
一
時
金
）
五
％
カ
ッ
ト
と
毎
年
の
昇
給
カ
ッ
ト
を

行
う
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
昇
進
試
験
の
受
験
資
格

ま
で
を
も
奪
い
、
二
重
・
三
重
の
処
分
を
行
っ
て
苛

酷
な
不
利
益
を
与
え
続
け
て
き
た
。

本
件
第
四
次
バ
ッ
ジ
事
件
は
、
二
〇
〇
一
年
夏
季

手
当
及
び
年
末
手
当
と
二
〇
〇
二
年
夏
季
手
当
に
対

す
る
五
％
カ
ッ
ト
と
二
〇
〇
一
〜
二
年
の
定
期
昇
給

に
対
す
る
不
利
益
取
扱
の
是
正
を
求
め
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
神
奈
川
県
地
方
労
働
委
員
会
は
、
第

一
次
事
件
か
ら
第
三
次
ま
で
三
つ
の
救
済
命
令
を
出

し
て
い
る
。
最
初
の
命
令
（
第
一
次
事
件
）
に
つ
い

て
は
一
九
九
九
年
一
一
月
一
一
日
、
最
高
裁
の
上
告

受
理
申
立
に
対
す
る
不
受
理
決
定
に
よ
り
確
定
し
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
そ
の
後
も
バ
ッ
ジ
着
用
者

に
対
す
る
不
利
益
取
扱
を
継
続
し
て
き
た
。

第
二
六
回
地
本
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
一
月

一
五
日
、
霙
交
じ
り
の
冷
た
い
雨
に
も
め
げ
ず
に

皇
居
周
回
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
健
脚
を
競
い
合

っ
た
。

天
候
不
順
の
関
係
で
、
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
組
合

員
・
家
族
の
半
数
程
の
参
加
と
な
っ
た
が
、
一

周
・
二
周
と
も
白
熱
し
た
競
技
と
な
り
、
以
下
の

よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。

各
支
部
教
宣
部
長
・
陸
連
審
判
員
・
ハ
ム
ク
ラ

ブ
、
走
友
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
成
功
し
た
こ
と

を
例
年
に
も
増
し
て
痛
感
し
た
大
会
と
言
え
る
。

Ａ
ク
ラ
ス
（
二
周
・
四
六
才
以
上
）

優
　
勝
　
金
子
　
恒
典
（
大
宮
・
浦
和
車
掌
区
）

準
優
勝
　
長
谷
川
雄
次
（
国
府
津
・
小
田
原
保
技

セ
）

第
三
位
　
松
本
　
俊
文
（
新
橋
・
新
宿
駅
）

Ｂ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
加
賀
耕
三
郎
（
新
幹
線
・
東
一
両
）

準
優
勝
　
吉
田
　
孝
志
（
横
浜
・
東
神
奈
川
電
車

区
）

第
三
位
　
小
野
　
雄
志
（
新
橋
・
新
宿
駅
）

Ｃ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
前
田
　
良
治
（
横
浜
・
鶴
見
駅
）

準
優
勝
　
関
根
　
賢
治
（
大
宮
・
浦
和
車
掌
区
）

第
三
位
　
杉
山
　
　
保
（
八
王
子
・
武
蔵
小
金
井

電
車
区
）

Ｄ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
石
井
　
和
彦
（
新
橋
・
新
橋
保
線
区
）

準
優
勝
　
越
智
　
　
隆
（
相
模
・
武
蔵
溝
ノ
口
駅
）

第
三
位
　
佐
間
田
好
夫
（
上
野
・
東
京
信
号
技
セ
）

が
絶
え
な
い
。
案
内
要
員
が
い
な
く
な
り
収
入
が
一

〇
〇
万
円
近
く
も
減
り
、
先
月
か
ら
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ス
タ
ッ
フ
の
再
配
置
と
な
っ
た
。
他
の
駅
で
も
、
作

業
内
容
が
多
す
ぎ
、
社
会
人
採
用
者
か
ら
、「
電
車
が

止
ま
っ
た
時
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
」「
会
社

は
サ
ー
ビ
ス
！
丁
寧
に
！
と
か
い
う
け
ど
、
あ
っ
ち

も
こ
っ
ち
も
は
無
理
」
と
怒
っ
て
い
た
。
あ
る
駅
で

は
み
ど
り
の
窓
の
着
座
時
間
が
三
時
間
あ
り
、
女
性

社
員
か
ら
「
生
理
時
は
ど
う
す
る
の
」
な
ど
反
発
を

買
い
、
見
直
さ
れ
た
。
管
理
駅
か
ら
は
、「
何
か
あ
っ

た
と
き
は
助
役
が
対
応
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
る
が
、

異
常
時
は
電
話
も
つ
な
が
ら
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
時
に
は

い
な
い
し
、
結
局
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
の
報

告
も
さ
れ
た
。
こ
れ
を
執
行
部
か
ら
会
社
に
伝
え
る

こ
と
で
信
頼
関
係
が
で
き
る
。
そ
れ
を
他
労
組
が
見

て
、「
信
頼
」
を
寄
せ
て
い
る
と
感
じ
た
。

（
地
本
青
年
対
策
委
員
会
：
吉
田
）

昨
年
の
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
を
求

め
る
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
お
い
て
、
全
国
の

自
治
体
で
意
見
書
採
択
が
行
わ
れ
た
が
、
昨
年
一

二
月
二
一
日
、
東
久
留
米
市
議
会
に
お
い
て
も
意

見
書
が
採
択
さ
れ
た
。
同
市
議
会
で
は
、
自
民
・

昨
年
一
二
月
一
〇
日
、

青
年
部
と
青
対
に
よ
る

組
対
行
動
が
行
わ
れ
、

早
朝
、
大
船
工
場
前
チ

ラ
シ
配
布
行
動
を
当
該

支
部
と
共
に
取
り
組
み
、

続
い
て
、
駅
職
場
組
対

行
動
を
横
浜
支
部
の
仲

間
と
一
緒
に
行
っ
た
。

朝
ビ
ラ
配
布
は
、
東

労
組
の
若
い
人
た
ち
は

チ
ラ
シ
を
取
ら
な
い
と

の
情
報
で
行
動
に
臨
ん
だ
が
、
比
較
的
受
け
取
り
は

良
か
っ
た
。
や
は
り
工
場
廃
止
へ
の
不
満
、
組
織
の

内
部
対
立
で
求
心
力
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
思
え

た
。駅

組
対
行
動
は
、
四
班
に
分
か
れ
て
各
駅
へ
激

励
・
対
策
行
動
を
行
っ
た
。
Ｈ
駅
で
は
Ｍ
Ｖ
三
〇
導

入
に
よ
り
一
窓
減
ら
さ
れ
、
並
ぶ
お
客
さ
ん
の
苦
情

公
明
両
党
は
反
対
で
あ
っ
た
が
、
賛
成
多
数
で
採

択
さ
れ
た
。

議
会
に
意
見
書
を
提
出
し
た
の
は
桜
木
善
生
議

員
で
あ
り
、
賛
成
者
に
石
井
道
子
議
員
と
宮
川
豊

史
議
員
の
名
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。


